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★ 石油由来樹脂に劣らない『耐熱性』『強度』『耐久性』と『加工性』の両立！ 

★ マスバランス方式によるバイオマス比率の割り当てと第三者認証！ 
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書籍No.2191 「バイオマス材料」  試読およびお申し込みはこちらから （https://www.gijutu.co.jp/doc/b_2191.htm） 

本書のポイント 

・バイオマスプラスチックに関する各国の政策動向、導入状況 

・バイオマスアクリレートの硬化特性と 
  ＵＶ硬化樹脂、コーティング剤への応用 

・バイオマスエポキシ樹脂の機械特性、加工性向上と柔軟性付与 

・(海洋)生分解性と耐久性の両立、 流動性向上による加工性の改良 

・木質バイオマスの成分分離、 
  リグニン、セルロースナノファイバーの改質と複合化 

・微細藻類からのプラスチック合成とそのための藻類の大量培養技術 

バイオマス材料の開発と応用 
-プラスチック／粘・接着剤／コーティング／添加剤- 
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 ■プラスチックのバイオマス化、樹脂とバイオマスの複合化 
 ・ポリプロピレン ・ポリエチレン ・アクリル樹脂 ・ポリエステル 
 ・ポリアミド ・エポキシ樹脂 ・フェノール樹脂 ・合成ゴム 
 ・(ナノ)セルロース ・リグニン ・天然植物繊維 ・植物粉 
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■製品化、応用例 
 ・界面活性剤 ・粘着剤 ・ハードコート剤 
 ・シーリング材 ・ペットボトル ・医薬品包装 
 ・化粧品 ・自動車部材 
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 詳細なプログラムの確認、 
購入、試読のお申込みはこちら 

２節 木質系バイオマスの３成分 
 （セルロース、ヘミセルロース、リグニン）分離技術 
３節 リグニン、セルロースの単離・改質技術とその活用 
４節 イオン結合を利用した 
  リグニンスルホン酸由来の複合材料の作製とその特性 
５節 天然植物繊維を強化材とする複合材料の基礎と応用 
６節 プラスチック／植物由来原料の複合化技術とその事例 
７節 海洋生分解性バイオマス複合プラスチック材料とその応用 
８節 セルロース/熱可塑性樹脂複合材料の特徴と期待される応用 
９節 シングルセルロースナノファイバー由来 
      透明フィルムとその特性 
１０節 セルロースを主原料とした 

バイオ素材の耐久性と生分解性の両立と高装飾性の実現 
１１節 硫酸エステル化セルロースナノファイバーの 

特性と応用展開 
１２節 階層・界面構造の精密制御による 
    高分子／CNF複合材料の作製とその特性 
１３節 球状セルロース粒子の特性と化粧品への応用 
 

第４章 バイオマス粘・接着剤、コーティング材の 
開発と応用 

１節 100%天然バイオマス化学製品の開発と応用 
２節 ロジン系タッキファイヤーの特徴、添加効果と最近の開発例 
３節 バイオマス粘着剤を用いたラベル素材の開発と 
        期待される応用 
４節 植物由来樹脂を用いた低臭気バイオマスホットメルト型 

粘着剤の特徴と期待される応用 
５節 バイオ由来化合物“β-ファルネセン”を活用した 

新規エラストマーの開発と期待される応用 
６節 バイオマス原料を用いた 

UV硬化型ハードコート剤、高機能フィルムの開発事例 
 

第５章 バイオマス添加剤、界面活性剤の開発と応用 
１節 バイオベース改質剤の特徴と応用 
２節 バイオマス添加剤によるPP、PEのバイオマス度向上 
３節 バイオ界面活性剤の生産技術とその構造、機能 
４節 サステナブル界面活性剤の要求特性とバイオIOSの開発事例 
５節 バイオマス原料を用いた芳香族系高分子微粒子の重合 
６節 化学修飾によるキチンナノファイバーの 
     改質・機能化と肌に対する効果 
 

第６章 バイオマス材料の製品応用、採用の取り組み 
１節 ライフサイクルアセスメントの基礎とプラスチックでの活用 
２節 バイオマスプラスチックを用いたPTPシートの実用化 
３節 植物由来原料100％使用ペットボトルの開発 
４節 セルロースナノファイバー強化樹脂の作製と 
      その自動車材料への応用展開 

第１章 バイオプラスチックの研究開発・採用動向 
１節 バイオプラスチックの開発動向と実用化に向けた課題 
２節 
３節 バイオプラスチックの特許出願動向と 
      求められる日系企業の対応 
 

第２章 汎用プラスチック、 
エンジニアリングプラスチックのバイオマス化技術 

１節 バイオマスからのC4化合物の製造技術 
２節 バイオマスナフサからのプラスチック製造と 
      マスバランス方式による管理 
３節 微生物によるバイオビニルモノマーの生産とその特性,応用 
４節 植物由来原料アクリレートの種類、特徴と今後の課題 
５節 バイオマスモノマーの精密重合によるアクリル樹脂合成 
６節 バイオマスアクリル材料系としての 
    環境対応型樹脂の開発と各種用途展開 
７節 
８節 キトサンおよびグルコサミンを用いた 
   新規材料創出のための分子設計 
９節 生分解性プラスチックとバイオマス材料の高次構造が 

気体・蒸気透過性に与える影響 
１０節 バイオプラスチックを用いた繊維素材の開発とその特性 
１１節 バイオプラスチックのナノ構造制御による高機能材料化 
１２節 ジバニリン酸由来のバイオポリエステル 
   およびバイオポリアミドの合成と材料化 
１３節 バリア性を持つバイオマスプラスチックフィルムの 

特性と用途展開 
１４節 ヒマシ油由来ポリアミドの特性とその応用事例 
１５節 バイオベースエポキシ樹脂の合成、硬化物物性 
１６節 リモネンオキシドを原料とした 
     ポリマー合成とその特徴、応用 
１７節 カシューを原料とした 
  ベンゾオキサジン樹脂の作製とその特徴、応用 
１８節 未利用植物フェノール性化合物由来の 
     機能性材料の特性と応用展開 
１９節 バイオマスモノマーのクリック重合による 
       新規生分解性材料の設計 
２０節 微細藻類の 
  バイオプラスチックとしての可能性と大量培養技術 
２１節 ユーグレナの産業利用 ー特にパラミロンと 

それを原料とするバイオプラスチックの開発 
２２節 バイオエタノールからのブタジエン合成と 
       そのタイヤ用ゴムへの応用 
２３節 超臨界二酸化炭素によるポリ乳酸の発泡技術とその特性 
 

第３章 木質バイオマスからの材料作製、高分子との複合化 
１節 バイオマスの糖化 
 


